
めざします　企業の繁栄と社会への貢献

法人会

推　進　運　動
消費税期限内納付

vol.47
2025.11

©やなせたかし

南国法人会
公益社団法人

〒783-0004 南国市大埇甲2074-2
南国市管工事会館3F
TEL（088）864-3310　FAX（088）864-3316
E-mail : syanan@galaxy.ocn.ne.jp 
 https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/nangoku/

ー やなせライオン公園（南国市）ー

画像提供：南国市
©やなせたかし



NANKOKU HOJINKAI
なんこく 2025.11 1

 CONTENTS
■第 16 回『税に関する絵はがき』コンクール　…………………………………１
■第 14 回通常総会／令和６年度納税表彰　　……………………………………２
■令和７・８年度役員名簿／南国税務署異動状況　   ……………………………３
■南国税務署長着任のごあいさつ　   ………………………………………………４
■南国税務署からのお知らせ   　………………………………………………５～６
■やなせたかし記念館のご紹介　　…………………………………………………７
■特集～創造広場「アクトランド」～   ………………………………………８～９
■令和８年度税制改正に関する提言　    …………………………………１０～１１
■会員企業紹介～有限会社藤川工務店～　    ……………………………………１２
■法人会の活動紹介　   ……………………………………………………１３～１５
　全国大会等／税の提言活動
　租税教育活動
　社会貢献活動
　研修会／部会活動
■新入会員紹介   ……………………………………………………………………１５
■法人会からのお知らせ   …………………………………………………………１６

パズル・熟語づくり
矢印の方向に２文字の
熟語ができるように、
Ａ・Ｂにあてはまる漢字
を書きましょう。

【答え】法

問題

香南市立　赤岡小学校
信吉　しずく さん

『税に関する絵 はがき』コンクール第1６回

　法人会では女性部会が主導して、小学生の皆さんに
「税金は毎日の生活の中でどのように役立っている
の？」ということへの理解と関心を深めていただくた
め、税に関する絵はがきコンクールを実施しています。
令和７年度は４小学校から 61 点の応募があり、選考
の結果、金賞・会長賞・税務署長表彰・女性部会長賞
が各１名、銀賞が３名、入選が20名となりました。
　これらの応募作品はサニーアクシス南国店にて展示す
るほか、優秀作品を南国税務署にて展示する予定です。
　この取り組みは、法人会の租税教育活動の一環とし
て国税庁の後援により全国的な活動となっており、当
会でも積極的に取り組んでいます。今年度もたくさん
のご応募いただきありがとうございました。
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香南市立　野市東小学校
森本　夏希 さん

法人会
会長賞 本山町立　本山小学校

川口　雅史 さん

南国
税務署
署長賞

香南市立　野市東小学校
上村　天凛 さん

女性部
会長賞

入　選

【作者紹介】
株式会社ニコリ

例題

やなせたかし先生が少年時代を過
ごした南国市ごめん町に、令和７
年３月にオープンした公園。
やなせ先生の分身と言われる「や
なせうさぎ」のモニュメントや鍵
盤を模した鍵盤ロードなど、やな
せ先生の人生や作品から着想を得
たもので溢れる、遊び心たっぷり
の公園です。

やなせライオン公園
（南国市ごめん町）

表紙の写真

野市東小学校
有澤　心晴　さん
伊藤　夢真　さん
岡林　結愛　さん
北　　羽叶　さん

國常　道太　さん
阪部　凛太郎　さん
芝﨑　奏羽　さん
下元　遥世　さん
松下　宮海　さん

赤岡小学校
西岡　空羅　さん

濱田　愛望　さん
松下　彩羅　さん
安井　楓香　さん
山﨑　音和　さん

大篠小学校
杉村　蒼空　さん

本山小学校
宇都宮　大輝　さん
小原　つかさ　さん
桑名　歩夢　さん
谷　　柊斗　さん
松葉　日向弥　さん

金賞
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●第１４回　通常総会 ●令和７・８年度　公益社団法人南国法人会　役員一覧（任期２年）

● 南国税務署異動状況 令和７年７月 10日付

兼若　豪
署長

総務課
総務課長

池田　潤

法人課税部門
統括国税調査官

白川　賢明

役　職

署　　長

総務課長

個人課税第一部門
統括国税調査官
個人課税第二部門
統括国税調査官
法人課税部門
統括国税調査官

氏　名

兼若　　豪 齋藤　清久

池田　　潤

上田　　恒

島田　邦男

白川　賢明

氏　名前　職
高松局　
酒類業調整官

留　任

伊予三島税務署　法人課税
第二部門　統括国税調査官

留　任

伊野税務署　
総務課長

異動先

藤田　和也 高松税務署　特別国税調査官　
筆頭特別調査官

名古屋局　名古屋中村税務署　
署長

鈴木　俊彦 高松局　総括税務相談官　
相談官

役職名
会　長

副会長

理　事
(南国支部)

理　事
(香美支部)

氏名
楠目　　隆
徳久　　衛
嶋田　陽一
三谷　勝義
池田　繁仁
山本　孝志

岩崎　秀雄
掛水　伸一
川北　恭弘
竹内　久貴
竹中　利文
立花　智幸

有澤　亮二
上島　　潤
寺村　　勉

宮内　右二

法人名
(社福)ウエルプラザ
トクヒサ(株)
高知ヤクルト販売(株)
(株)三谷ミート
(有)池田モータース
(有)山本商店

高知精工メッキ(株)
(有)本山モータース

四国三和工業(株)
川北印刷(株)
(有)竹内宝樹園
ダイドー・タケナカベンディング(株)
(有)後免印刷所

白山　早苗 グッドラックカンパニー(株)
(株)三膳
ピッコロフェリーチェ(株)
(株)テラムラ

西野　精晃 (有)西野建設

松尾　禎之 松尾酒造(株)
西山　　賢 (有)西山商会

役職名

監　事

理　事
(香南支部)

理　事
(長岡郡支部)

青年部会長
女性部会長
建設部会長
医療福祉
部会長

氏名

(株)のいちタクシー
(有)西内石灰工業所
(有)水田建設
(株)とされいほく
(有)藤川工務店
(有)祐設備
高木酒造(株)
(公社)高知法人会
(有)西山商会
グッドラックカンパニー(株)
(有)西野建設

(医)慈光会　岡豊病院

中村智賀子
清藤　貴子

西内　章典
水田　　守
石垣　久志
藤川　豊文
石川　祐一
高木　直之
公文　隆司
西山　　賢
白山　早苗
西野　精晃

西森　　央

(株)キヨトウ

●令和 6年度納税表彰

　令和６年度　高松国税局長・高知税務署長納税表彰の受彰者が
発表され、南国法人会では次の方々が受彰の栄に浴されました。

高松国税局長表彰
副会長　三谷　勝義 氏
 【( 株 ) 三谷ミート】

南国税務署長表彰
副会長　嶋田　陽一 氏 

【高知ヤクルト販売 ( 株 )】

浅野　　剛
池内　卓也

住まいる高知(株)
(有)アイエル物産

法人名

輝かしい栄誉心からお祝い申し上げます。

山中　盛世 (有)香北観光

　令和７年６月 23 日、ザ・ミーニッツにて第 14 回通常総会を開催しました。
　総会は、議長に選出された楠目会長のもと議案書に沿って進められ、令和６年度
収支決算報告・理事及び監事の選任案について審議し、原案通り承認されました。
また、理事会承認事項である令和６年度事業報告、令和７年度事業計画及び収支予
算についても報告されました。
　議事終了後には、令和６年度の実績に応じ、楠目会長より長年にわたって法人会
活動にご尽力いただいた方や会員増強で優秀な成績を残した支部、福利厚生制度の推進にご協力いただい
た代理店に表彰状・感謝状が手渡されました。
　総会には、ご来賓として南国税務署・南国市・管内金融機関・法人会福利厚生制度協力会社の幹部の皆
さまにご臨席賜り、南国税務署長の齋藤清久様からご祝辞をいただきました。
　懇親会はご来賓９名がご臨席のもと、総勢 57 名の方が参加し、南国市副市長の岡崎拓児様の祝杯の発声で

開宴しました。参加者の皆さまには、女性部会を中心に取
り組んでいる食品ロス削減運動（開始 20 分、中締め前 10
分は着座で食事を楽しむ）にもご協力いただきました。会
員交流の場として大いに盛り上がった懇親会は盛会のうち
にお開きとなりました。

議長に就く楠目会長

表彰状を受け取る浅野照副会長 南国税務署長　齋藤 清久 様

「特別功労表彰」を１名の方が、「永年在任表彰」を３名の方が受彰されました。
受彰されたみなさま、誠におめでとうございます。

特別功労表彰　浅野　照　氏（有限会社浅野すまいる設備）
永年在任表彰　白山　俊二　氏（グッドラックカンパニー株式会社）
永年在任表彰　丸岡　克典　氏（株式会社マルオカ）
永年在任表彰　矢野　知義　氏（農事組合法人黒松牧場）
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　菊の花が香る季節となりましたが、会員の皆様方におかれましては、益々ご清栄のこ
ととお慶び申し上げます。本年７月の人事異動により南国税務署長を拝命しました兼若
でございます。
　南国税務署勤務は、１２年ぶり２度目でございますが、豊かな自然とともに歴史資源
が豊富に残る高知県で勤務することができ大変光栄に存じております。
　公益社団法人南国法人会におかれましては、日ごろから税務行政への深いご理解と多
大なるご協力を賜っており、心から厚く御礼申し上げます。
　特に、租税教室への講師派遣や「税に関する絵はがきコンクール」の募集などの租税
教育に積極的に取り組まれるとともに、税法に関する研修会の開催や「税を考える週間」
の広報活動など、実に様々な社会貢献活動を積極的に展開され、このような法人会の活
動は、税務行政の円滑な運営に重要な役割を果たしており、これもひとえに、楠目会長
をはじめとする役員の皆様方のご尽力と会員各位のたゆまぬご努力のたまものと深く敬
意を表す次第であります。
　ところで、国税庁においては、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に
実現する」という使命を果たすため「納税者の利便性の向上」、「課税・徴収事務の効率化・
高度化等」及び「事業者のデジタル化促進」の３つの柱に基づき、ｅ-Ｔａｘ及びキャッシュ
レス納付の利用拡大はもとより、税務手続きや業務の抜本的な見直しに取り組んでいく
こととしています。特に納付機会の多い源泉所得税については、キャッシュレス納付の
利用勧奨に取り組んでおり、国税庁ホームページに「源泉所得税のキャッシュレス納付
体験コーナー」を開設し、所得税徴収高計算書の作成・送信及び納付手続までの一連の
流れを操作・体験することができるようになりました。是非体験していただき、キャッ
シュレス納付の利用をお願いいたします。
　また、本年は所得税の基礎控除の見直し等による制度改正が行われ、令和７年分の年
末調整から適用されます。国税当局としましては、源泉徴収義務者の皆様に制度の内容
を十分にご理解いただけるよう周知・広報等に取り組んでまいりますので、法人会の皆
様方におかれましても、新たな制度の周知等に御協力いただきますよう、よろしくお願
いいたします。
　末筆ながら、公益社団法人南国法人会のますますのご発展とともに、会員の皆様方の
ご健勝と事業のご繁栄を心から祈念いたしまして、着任のあいさつとさせていただきま
す。

着任のごあいさつ
南国税務署長　兼若　　豪

出身：香川県　
趣味：草野球
好きな言葉：和

「源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナー」を体験しました！

　令和７年７月７日、四国の法人会事務局が集う県連専務理事・事務局長会議において、自身のスマホ
を使い、「源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナー」を体験しました。
　この体験コーナーは、国税庁ホームページに開設されており、所得税徴収高計算書の作成・送信から
源泉所得税のキャッシュレス納付手続きまでの一連の流れを操作するものです。
　画面の表示に沿って入力をしますが、所得税徴収高計算書を手書きで作成したことがある方なら、操
作マニュアルを見なくても簡単に入力できると思いました。
　キャッシュレス納付を利用すれば、金融機関や税務署などの窓口に行かずにスマートホンで納付で
き、大変便利です。また、現金や納付書が不要になります。
　皆さんもぜひ一度、体験コーナーを利用してみてください。
　なお、キャッシュレス納付の開始手続きや相談は南国税務署にお問い合わせください。連絡先電話番
号は088-863-3215（代表電話番号）になります。

国税庁サイトリンク
QRコード
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■　日本でも「金利のある世界」に回帰した経済環

　境を考慮し、金融市場の動向も見据えた税・財政

　運営が欠かせない。

１．財政健全化に向けて

■　今後、大規模な自然災害や新たな感染症の拡

　大等、有事の際には膨大な財政需要が発生する

　ことも想定される。そうした事態が起きた場合

　でも、機動的な財政出動を可能にするために財

　政健全化は必要な取り組みである。

（１）参院選に向けた物価高対策の公約として、

　「消費税減税」がクローズアップされたが、消

　費税率を引き下げた場合の減税分は別の財源を

　確保するか、結局は国債に頼らざるを得なくな

　る。物価高対策や低所得者対策は消費税減税で

　対応するのではなく、真に支援が必要な人に限

　定した給付措置が望ましい。

（２）「こども・子育て政策」の財源は歳出改革

　に加え、医療保険料に上乗せして徴収する「支

　援金制度」などで賄うとしているが、こうした

　支援金制度は社会保険料を少子化対策に充てる

　実質的な「隠れ増税」と言わざるを得ない。ま

　た、歳出改革が想定通りに行われなければ、結

　局は国債頼みとなりかねない。

（３）防衛力の抜本強化では防衛費を２０２７年

　度までの５年間で総額４３兆円とすることを決

　定しているが、大半が歳出改革や決算剰余金の

　活用で財源を捻出することとしており、財源と

　しての安定性を欠いている。日本を取り巻く安

　全保障環境が厳しさを増す中で、着実に防衛力

　を強化するためにも安定財源の確保が重要であ

　る。

２．社会保障制度に対する基本的考え方

■　中小企業の社会保険料負担は年々増加してお

　り、事業主への過度な保険料負担を抑制しつつ、

　女性の就労や人材確保の観点から、配偶者控除

　や第３号被保険者制度の問題を含め、税と社会

　保障を一括して議論しなければならない。

（１）いわゆる「１０６万円の壁」への対応とし

　て、扶養から外れる人の保険料の一部を勤務先

　が負担する場合、国が上限を設けて助成する等

　の「保険料負担軽減措置」が設けられているが、

　一時的な措置にとどまっており、安定的な制度

　の構築が求められる。

（２）公的年金については、厚生年金の積立金を

　財源に充当する基礎年金の底上げが検討されて

　いる。抜本的な制度改革は、老後の生活設計に

　影響するテーマであり、省庁間の壁を取り払い、

　与野党が一体となって幅広く議論する必要があ

　る。

（３）少子化対策については、現金給付よりも保

　育所や学童保育等の環境整備、保育士の待遇改

　善などの現物給付に重点を置くべきである。高

　校授業料の無償化も所得制限が撤廃されること

　となったが、これは国会審議で予算を成立させ

　るため、少数与党が野党の要求を受け入れて急

　遽決定したものである。このため、高校授業料

　無償化に伴う影響評価や財源が担保されている

　とは言えない。公平性の観点からも課題を残し

　ており、与野党による精緻な議論を求めたい。

（４）医療は成長分野と位置付け、デジタル化対

　応など大胆な規制改革を進める。また、社会保

　障給付の急増を抑制するためには診療報酬（本

　体）の配分等を見直すとともに、ジェネリック

　（後発医薬品）の安定した供給体制を確立する

　必要がある。薬剤費を抑制する観点からセルフ

　メディケーション税制の対象となる医薬品など

　の拡充も欠かせない。

（５）介護保険については、制度の持続性を高め

　るために真に介護が必要な者とそうでない者と

　にメリハリをつけ、医療と同様に公平性の視点

　から給付及び負担のあり方を見直す。また、生

　活保護については、高齢者の増加に伴って給付

　の増加も見込まれており、給付水準のあり方な

　どを見直すとともに、不正受給の防止など厳格

　な運用が求められる。

３．行政改革の徹底

■　国・地方の財政健全化は、歳出・歳入の一体

　的改革によって進めることが重要である。地方

　を含めた政府・議会は「まず隗より始めよ」の

　精神に基づき、自ら身を削って行政改革を推進

　しなければならない。

（１）国･地方における議員定数の大胆な削減､歳

　費の抑制を求める。また、調査研究広報滞在費

　（旧文通費）や政務活動費等の適正化。

（２）厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員

　の効率的な要員配置と、能力を重視した賃金体

　系の導入などによる人件費の抑制。

（３）「第２の予算」とも呼ばれる特別会計と各

　省庁が管轄する独立行政法人の無駄の削減。

（４）官業に対してＰＤＣＡ（計画・実行・評価・

　改善）サイクルを確立し、事業のチェック等を

　継続的に実施することを求める。また、積極的

　に民間活力を導入した民需主導の自律的な経済

　成長。

４．マイナンバー制度について

■　政府は引き続きマイナンバー制度の意義を周

　知するとともに、行政事務のコストカットに資

　する等、その具体的な効用を国民や事業者に明

　示するなどして、マイナンバーカードの利用拡

　大を促す必要がある。

■　マイナンバーカードと電子認証にはそれぞれ

　異なる有効期限が設定されており、行政窓口で

　更新手続きをする必要がある。国民の幅広い利

　用を促進するためにも周知徹底を図りながら、

　更新手続きの簡略化も進めなければならない。

■　マイナンバー法等の改正によって利用範囲は

　一部拡大されたが、どこまで広げるかは今後の

　重要な課題である。すでに年金や給付金などの

　公金の受け取り口座としてマイナンバーと銀行

　口座を紐付ける取り組みも進んでいるが、これ

　を拡大して世帯所得を把握することができるよ

　うになれば、例えば経済対策で支援が必要な困

　窮世帯に限定して現金を給付する措置を講じる

　などの効率化も可能となる。　

■　人手不足や継続的な賃上げなど中小企業が抱

　える構造的な課題を解決するためには、中小企

　業自らの経営改革も重要になる。そうした改革

　に取り組むためには、新たな付加価値の創出に

　つながるような支援策も必要である。また、中

　小企業経営者の高齢化が指摘されている中で、

　中小企業が保有する独自の技術やサービスを引

　き継ぎ、地域のサプライチェーン（供給網）機

　能を維持するため、それぞれの事情に応じたき

　め細かな事業承継を後押しする必要がある。　

１．中小企業の活性化に資する税制措置

（１）法人税率について

　　近年、大法人に適用される法人税率の引き上

　げを検討する動きもあるが、不透明な経済情勢

　等に鑑み、慎重に議論することが求められる。

（２）法人税率の軽減措置

　　中小法人に適用される軽減税率の特例１５％

　を本則化すべきである。また、昭和５６年以来、

　８００万円以下に据え置かれている軽減税率の

　適用所得金額を、黒字中小企業の平均所得を踏

　まえ１，６００万円程度に引き上げること。

２．事業承継税制の拡充

（１）事業用資産を一般資産と切り離した本格的

　　　な事業承継税制の創設

　　事業継続に資する相続については、事業従事

　を条件として他の一般資産とは切り離し、非上

　場株式を含めて事業用資産への課税を軽減ある

　いは免除する制度の創設を求める。

（２）取引相場のない株式の評価の見直し

　　この度、会計検査院は国税庁に対し、相続等

　により取得した取引相場のない株式等の評価制

　度のあり方について、検討を求める所見を示し

　た。その評価制度を見直すにあたっては、取引

　相場のない株式は上場株式と異なり、換金性に

　乏しい点なども総合的に考慮する必要がある。

（３）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

　　特例承継計画の提出期限（令和８年３月末日）

　と特例制度の適用期限（令和９年１２月末日）

　が近付いていることから、期限の延長を求める。

　なお、期限が延長されないのであれば、これま

　での一般措置は使い勝手が悪く適用件数が低調

　であることを踏まえ、一般措置の適用要件（対

　象株数、納税猶予割合、雇用確保要件等）を大

　幅に緩和すること。

３．消費税への対応

（１）課税事業者が免税事業者と取引を行う際、

　取引価格の引き下げや取引の停止などの不利益

　を与えないよう、実効性の高い対策を講じるべ

　きである。

（２）免税事業者等からの課税仕入れに係る経過

　措置について、小規模事業者等が取引から排除

　されないよう、８０％控除できる期間を当面の

　間、延長すること。

（３）小規模事業者に対する納税額に係る負担軽

　減措置（２割特例）について、小規模事業者等

　における消費税事務が定着するまで当面の間、

　延長すること。

（４）消費税の滞納防止は税率の引き上げやイン

　ボイス制度の導入に伴ってより重要な課題とな

　っている。消費税の制度、執行面において、さ

　らなる対策を講じる必要がある。

Ⅰ 税・財政改革のあり方税・財政改革のあり方税・財政改革のあり方

Ⅱ 経済活性化と中小企業対策経済活性化と中小企業対策経済活性化と中小企業対策

法人会税制提言の全文については、全法連ＨＰをご覧下さい。

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp

紙幅の関係上、要約掲載いたします

「金利のある世界」への回帰を踏まえ、
金融市場の動揺を招かない財政運営を！
「金利のある世界」への回帰を踏まえ、

金融市場の動揺を招かない財政運営を！ 令和８年度税制改正令和８年度税制改正

法人会

提 言
　速やかに健全化に着手し、聖域なき歳出削減の方

策と工程表を示せと、強く迫っています。

　また、経営基盤が脆弱な中小企業への税制や法整

備からの実効ある対策を求めています。

　法人会は令和８年度税制改正への提言をまとめ、

政府や関係省庁に活動を始めました。

　我が国は膨大な長期債務残高を抱え、ここにきて

公定歩合の引上げから国債費の利払い費負担が増し、

一般歳出予算への硬直化を招きかねません。 紙幅の関係上、要約掲載いたします
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全国大会鹿児島大会

● 「金利のある世界」が到来。新たな財政再建目標の策定を！
● 企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
● 人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制措置を！
● 中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！

令和７年度税制改正に関するスローガン

● 全国大会等　税の提言活動

全国女性フォーラム北海道大会
　令和７年９月 18 日に法人会全国女性フォーラ
ムが北海道の「札幌パークホテル」で開催されま
した。大会では、食品ロスについての情報交換会
や、絵はがきコンクールの優秀作品の展示が行わ
れました。

税制改正要望活動
　「令和７年度税制改正に関す
る提言」の実現に向け、南国法
人会では税制委員会が令和６年
11月 20 日に南国市長・市議会
議長に対して行財政改革の推進
等要望活動を行いました。

　法人会は税制改正提言の実現に向け、国税庁をはじめとした関
係省庁や各政党等、さらには地方自治体、地元選出の国会議員に
対して要望活動を行っています。
　令和６年 10 月３日に法人会全国大会が鹿児島の「城山ホテル
鹿児島」で開催され、式典内で「令和７年度税制改正に関する提言」
の要旨説明が行われました。
　式典の中で、高知県連の三谷勝水大会実行本部長が登壇し、参
加した 58 名（南国法人会からは４名）とともに、来る高知大会
に向けたＰＲを盛大に行いました。

　令和６年11月７日・８日に法人会全国青
年の集いが福井県の「フェニックス・プラザ」
と「サンドーム福井」で開催されました。
大会では、租税教育活動プレゼンテーショ
ンと健康経営大賞の発表が実施され、全国
の法人会が様々な活動事例の紹介を行いま
した。

全国青年の集い福井大会

左から竹中利文委員、楠目隆会長、平山耕三市長、
岩松永治議長、西野精晃委員長

● 会員企業紹介
　当社は、高知県北部に位置する長岡郡本山町で、創業から９０年、地域の暮らしを守る住環境の充実の
為に、有限会社藤川工務店営んでいます。
　昭和３０年代に早明浦ダム建設が始まり、人々の暮らしが充実し、住環境も変わりつつある昭和３９年
に法人化、公共工事も受注できる体制となり、民間の住宅をはじめ町営住宅等の公共施設の建築にも携わっ
てきました。又、昭和６０年から、嶺北地域の木材を使用した住宅を都市部に届けるプロジェクト、大工
を養成する学校等、嶺北地域の資源、人材を生かす取り組みにも参画していました。現在は、住む方が居
なくなった空き家問題を解決出来ないか？を模索し、不動産事業部を嶺北地域で初めて開設し、賃貸、売買、
アパート経営を展開しています。その他事業として、嶺北地域の農産物を活用した食品の加工、販売する
為のキッチンカーの導入等、地域の方々が安心して暮らしていける事業を、分野を乗り越えて展開してい
ます。
　主軸となる建築業は、人口が少ない地域なので、公共施設の建築が売上の半分以上を占め、住宅の新築、
修繕、リフォームを営業、建築に関わる、大工、基礎工事の分野は当社専属スタッフ２０名、総合管理を、
一級建築士、一級施工管理技士６名で組織し運営し、自社設計に関しては、住宅の構造部分に用いる木材
を地域の木材とし、地域資源の有効活用も念頭に入れた設計を心がけています。

　不動産事業では、空き家問題、老朽化した水回り設備の改善等、単身でも住み易いアパート等、現在のニー
ズに応えられる物件を整備し紹介する事で、近年増え始めた、移住者、地域内勤務者に対応しています。又、
お客様サービスとして、年３回農業の収穫イベントを開催し、地域に親しんで頂ける取組も実施しています。
　食品事業部は、嶺北麻飯店という屋号でキッチンカーを導入、地域の食材を用い加工食品の開発、製造、
販売を行い四国全域のイベントに参加しています。又、キッチンカーでは、災害時に温かいメニューをお
届けする取り組みをする為に、高知県防災キッチンカー協会に加盟し活動も行っています。
　様々な事業を分野に拘らず出来る背景には、私たちが暮らしている嶺北
地域の資源の豊かさと、其処に関わる人々の心の豊かさがあります。
　それを次世代につなげる為には、自然と人が共生できる経済活動が必要
と実感しています。
　此れからも、地域の為、人々の暮らしを豊かにする事業に邁進し継続し
ていけるように努力をしてまいりますので、ご指導ご鞭撻の程、よろしく
お願いします。
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●令和６年 12 月５日　税務研修会 ●令和７年５月 19 日　
　総務の実務講座（高知法人会共催）

●令和７年９月２～４日　
　経理の実務手ほどき講座（高知県連主催）

●令和６年 10 月 17 日　高知県女性部会連絡協議会
　視察研修会（南国法人会主管）

● 研修会・部会活動

●令和６年 12 月３日　医療福祉部会会員交流会議

●令和６年 12 月 26 日　
　女性部会フラワーアレンジメント研修会

支部

香南

その他

香美

会員名
(株)大西工業
(株)加藤建設
クラフト服部(株)
(有)国沢土建
光上商会
(同)デジポップ
(有)山本保険サービス

住所（町名のみ記載）
香南市野市町父養寺
香南市夜須町手結山
香南市香我美町岸本
香美市土佐山田町
香美市土佐山田町間
香美市土佐山田町西本町
高知市城見町

　令和６年11月11日～17日にサニーアクシス南国店にて開催された「税
に関する作品展」（主催：租税教育推進協議会）に絵はがきコンクール
の優秀作品を展示しました。来場した小学生に税金クイズに挑戦しても
らい、回答者には文房具を配布し、抽選で１名にNintendo Switch Liteを
プレゼントしました。
　11月18日～24日には、同じ会場で絵
はがきコンクールの作品展示も続けて行
いました。

● 新入会員の紹介

令和6年10月1日～令和7年9月30日の
新入会員の皆さま、
ご入会ありがとうございました。

　令和７年度は右記の小学校を対象に租税教室を開催し
ており、他の小学校においても 10 月以降に積極的に取
り組んでまいります。
　今年度より、基本テキスト「私たちの暮らしと税」が
電子化されたことにより、租税教室も電子黒板での授業
になりました。南国法人会では、高知県連が作成したオ
リジナルのパワーポイントを利用し、小学生にわかりや
すく税の大切さを伝えるよう努めてまいります。

実施日
5月 29日
5月 29日
6月 26日
7月 10日
7月 16日

学校名
香南市立 佐古小学校
南国市立 大篠小学校
香南市立 野市小学校
南国市立 長岡小学校
本山町立 本山小学校

講師　
竹中利文
西内俊二
竹中利文
西内俊二
宮内右二

租税教室（令和７年度）

税に関する作品展・絵はがきコンクール展示

●社会貢献活動

開催日：令和７年３月 15 日　
会　場：本山町

●法人会クリーンデー　開催日：令和７年１月 18 日（道の駅なんこく風良里周辺道路）

●嶺北クリーンデー

《
参
加
企
業
》

50
音
順
敬
省
略

住まいる高知 ( 株 )
大同生命保険 ( 株 )
( 社福 ) 土佐香美福祉会
( 医 ) 土佐楠目会
南国税務署

大豊林業 ( 株 )
( 株 ) オフィス K
高知信用金庫　南国支店
高知石灰工業 ( 株 )
高知ヤクルト販売 ( 株 )
四国三和工業 ( 株 )

開催日：令和６年９月 24 日　
会　場：第 29 番札所国分寺

●お遍路さんへのお接待
開催日：令和７年２月 14 日　
会　場：南国税務署

●確定申告会場への鉢花の寄贈

チャリティ収益金 30,400 円は全国法人会総連
合（能登半島地震被災法人会）に寄付しました。

開催日：令和６年 11 月 27 日　
会　場：パシフィックゴルフクラブ

●チャリティゴルフ大会

９月30日現在 実施校

●租税教育活動
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高知 780-0834 高知市堺町2-26高知中央ビジネススクエア 7F

●研修会等のお知らせ

Ａ…強
Ｂ…気

クイズの答え

●年末調整説明会

会　場：モンベルアウトドアヴィレッジ本山
　　　　（長岡郡本山町本山 2133-1）

講　師：南国税務署　担当官

開催日：令和７年１１月２１日 ( 金 )
　　　　１４：００～１６：００

会　場：南国市地域交流センター
　　　　MIARE! ホール（南国市大埇甲 2117）

講　師：南国税務署　担当官

開催日：令和７年１１月２５日 ( 火 )
　　　　１４：００～１６：００

開催日：令和７年１２月８日 ( 月 ) 
　　　　１３：３０～１６：５０

講　師：南国税務署　担当官
会　場：ザミーニッツ（南国市明見 933）

●法人会税務研修会

編集後記
　今年は「あんぱん」にちなんで東部博などで
たくさんの観光客がおいでになり、もりありが
りました。放送後もアフター「あんぱん」でさら
に賑わってほしいですね。今回はリニューアルし
たアンパンマンミュージアムと創造広場アクトラ
ンド様に観光拠点として記載のご協力をいただ
き、会員企業して有限会社藤川工務店様に紹介記
事をしていただき有り難うございました。

　今後も会員様や地域の情報発信を掲載してい
きますので、皆様のご協力を宜しくお願いいた
します。
　最後に今年度の広報は事務局不在で、委員の
方にもご心配をかけましたが県連事務局の方々
にご支援いただき無事に作成できましたことを
この場をお借りして感謝申し上げます。

広報委員長　三谷　勝義

税に関する作品展
作品展示

会　場：サニーアクシス南国店
　　　　（南国市大埇乙 1009-1）
「税に関する絵はがきコンクール」の優秀作品も
展示いたします。

期　間：令和７年 11 月 11 日～17 日

11月 11日 ～ 17日 は 意識の向上に向けた取組を行っています。特
に、毎年11月11日から11月17日までの１週間を
「税を考える週間」とし、この期間を中心に
様々な広報広聴施策を行うとともに、税務行政
に対するご意見やご要望をお寄せいただく機会
としています。
　法人会では、「税を考える週間」に合わせて、
税に関する展示や広報活動を行っています。

　国税庁では、日頃から国民各層・納税者の皆
様に租税の意義、役割や税務行政の現状につい
て、より深く理解していただき、自発的かつ適
正に納税義務を履行していただくために、納税

“税を考える週間”です。


